新ら しき 声の もはや 響かず なった 時、 人 は その 中 か 

ら 法則なる もの を択 びかず。 されば 階級と いい 習慣と 

いう いっさいの 社会的 法則の 形成せられ たる 時 は、 す 

なわち その 社会に もはや 新ら しき 声の 死んだ 時、 人が 

いたずらに 過去と 現在と に 心 を 残して、 新ら しき 未来 

ふくろう 

を 忘る るの 時、 保守と 執着と 老人と が 夜の 梟 の ごと 

く 跋扈して、 い つ さいの 生命が その 新ら しき 希望と 活 

動と を 抑制 せらる る 時で ある。 人性 本然の 向上 的 意力 

が、 かくの， > J とき 休止 の 状態に 陥る ことい よ いよ 深く 

いよいよ 動かすべからず なった 時、 人 はこの 社会 を 称 

して 文明の 域に 達した という。 一史 家が 鉄の ごとき 断 
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